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ス
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グ
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チ
キ
ノ
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解
に
つ
い
て
1
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木
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ま在

広
い
志
味
で
の
立
場
に
た
っ
「
経
前
学
L

の
一
確
一
札
、
こ
く
に
、
町
七
の
重
要
点
構
成
部
分
で
あ
る
「
社
会
主
義
経
済
学
」
心
体
系
化
は
、

t士 一
九
一
七
年
の
平
命
い
ら
い
、
社
会
主
義
経
済
を
け
は
没
し

τさ
た
ソ
述
に
お
い
て
、
こ
と
ろ
み
ら
れ
て
き
た
o

そ
の
い
ち
沿
う
白
結
果

一
九
五
阿
年
に
公
刊
さ
れ
た
ソ
述
科
学
ア
カ
デ
ミ
経
済
州
究
所
日
「
経
済
学
教
科
書
し
と
し

τま
と
め
ら
れ
た
が
、
ス
タ

1
リ

γ
批
判
キ
ソ
速
な

b
び
に
そ
の
他
の
社
会
主
義
諸
同
心
経
済
発
展
心
経
験
に
て
ら
し
、
理
論
的
諮
問
題
は
、
さ
ら
忙
根
木
的
検
討
が
く

わ
え

b
れ
、
現
在
モ
の
増
補
改
訂
第
四
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ス
タ

1
リ
ソ
批
判
い
と
、
価
値
法
則
そ
の
他
の
経
済
諸
法
則
、
カ
テ

ゴ
リ
l
、
教
和
の
構
成
(
対
象
)
、
み
法
論
な
ど
に
つ
い
て
は
、
根
本
的
に
再
検
討
さ
れ
る
に

w
た
り
、

カ
デ
ミ
ー
の
門
教
科
書
』
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
心
1
4
場
か

υか
か
れ
た
『
教
紅
一
が
川
阪
さ
れ
て
い
る
。

一
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目
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ゆ
き
い
き
ん
、
社
会
主
義
経
済
学
に
つ
い
て
は
、
つ
い
ざ
の
荘
仇
が
、
あ
い
つ
い
で
出
版
さ
れ
た
門

《
口

Z
E
E
O
G
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書
員
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呂
田
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右
の
二
冊
は
、
ア
フ
フ
ベ
ル
ジ
キ

γ
、
ア
ト
ラ
ス
な
ど
、
そ
ス
ク
り
財
政
大
学
の
ひ
ー
と
び
と
の
点
者
で
あ
る
)

A
h

口
E
間
叶

E
o
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由
。
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呂
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E
ω
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F
r
u
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0
5
E
Z
回
目
。
出
合
同
ロ
の
凶
問
。
。
昌
国
、
ロ
E
宙
呂
∞
-

5
8
同
ハ
誌
名
が
か
わ
っ
て
い
る
が
、
川
者
の
第
一
一
阪
で
あ
ど

《口。
HHEh同日国凶
O訟
品
。
ロ
οoe出
口
]ucE図。
UH2E》
】
USM-E
出
『
円
{
阿
国
医
中
国
}
回
v
E同
E
Y
H
c
m
o切
出
回
ロ
官
民
戸
呂
田
日
同
国
出
回
口
M
O
R
F
E
m
U
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《
厨
宮

E
E畠
ロ
o
E同盟国
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。
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自
国
。
E
E何回
E
n》
門
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図書
i
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E
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巴

2
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《
回
目
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凶
皇
国
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》
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宮
口
ヨ
(
〕
E
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w
M
g男
呂
田
凶
回
一
宮
戸
忌
包
円
(
こ
の
者
刊
は
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
ツ
ア
ゴ

l
ロ
フ

教
授
耐
久
九
の
も
の
で
、
社
会
主
義
比
佐
の
巡
到
の
も
っ
と
も
制
的
形
態
を
計
画
性
に
も
と
め
、
計
向
性
を
分
析
の
山
発
リ
N
G
L
亡
か
か
れ
た
も
り

で
、
他
山
一
清
作
に
く
ら
べ
、
そ
の
方
法
に
お
し
て
、
き
わ
だ
っ
た
特
徴
を
も
っ
て
い
る
)

m
l
ラ
ン
ド
で
は
、
社
会
正
義
統
計
ザ
に
つ
し
て
ミ
ン
ツ
の
符
作
ロ
ピ
古
σ

出
r。
口
。
自
E
勺

cロ汁古い
gmv
凹

C

の]己戸
N
E
F
g品目

t
y
が
あ
る
。

リ
庁
、
の
他
、
ハ
ン
ガ
り
ー
な
ど
に
お
い
亡
は
、
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
が
、
わ
た
く
し
が
、
町
救
出
刊
L
t
ブ
タ
ベ
久
ト
大
字
な
ど
で
は
、
「
続
前

学
耕
義
川
の
教
引
れ
し
か
勺
〈
ら
れ
て
お
り
、
公
刊
の
準
備
も
さ
れ
て
い
る
υ

こ
の
よ
う
に
、
お
治
く
の
「
相
会
主
義
・
弘
政
主
義
経
済
学
L

に
つ
い
て
の
著
作
が
、
あ
い
つ
い
で
出
版
さ
れ
た
己
と
は
、
市
命
後

は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
、

「
社
会
主
義
経
済
学
」
の
体
系
化
に
お
い
て
、
こ
ん
ど
在
治
解
決
さ
れ
た
け
れ
ば

な
ら
た
い
治
沿
く
の
理
論
問
題
の
あ
る
と
と
を
し
め
し

τ
い
る
。
す
た
わ
ち
、
現
在
、
な
治
そ
の
体
系
化
は
未
完
で
あ
り
、
さ
ら
に
解

明
さ
れ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
問
題
が
、
の
こ
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
経
済
学
に
治
げ
る
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
干
右
翼
日
和

系
化
寸
る
う
え
で
、

見
守
一
義
の
批
判
と
壬
の
克
服
を
つ
一
う
じ
、
ふ
か
め
ら
一
れ
て
き
た
と
と
は
、
否
定
で
き
た
い
。
し
か
し
た
が
ら
ー
共
産
主
義
経
済
学
を
体

一九一一
C
年
い
ら
い
、
つ
ね
に
も
っ
と
も
中
心
的
問
題
と
な
っ
て
き
た
、
計
会
主
義
の
も
と
で
の
一
価
値
法
則
や
基

本
法
則
た
ど
に
つ
い
て
は
、
た
沿
い
み
い
ろ
の
見
解
が
み

b
れ
、
今
後
の
解
明
に
特
た
ゆ
耽
け
れ
ば
た
ら
な
い
問
阻
が
治
治
い
c

と
れ
ら
一



の
問
題
の
分
析
を
ふ
か
め
、
上
り
完
九
十
日
仙
「
共
産
主
義
経
済
学
」
を
確

v
す
る
た
め
に
は
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
D
過
程
を
考
察
し
、

論
争
問
題
を
検
討
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
Q

こ
こ
に
と

p
あ
げ
た
、

ラ
ピ
ド
ゥ

l

ス
、
オ
ス
↑
ロ
ヴ
ィ

l
チ
ヤ
ノ
フ
の
『
教
程
』
は
、

一
九
二

0
年
代
の
な
か
ば
か
ら
、

九

0
年
代
の
前
半
に
い
た
る
代
表
的
な
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
当
時
の
ソ
ヒ
ェ
ト
経
済
軒
論
の
う
つ
り
か
わ
り
と
問
題
の
所
在
を

L
め

し
て
い
る
。

ま
ず
、
経
済
学
の
対
象
と
し
て
、
ソ
ピ
ι

ト
経
済
は
、
ど
の
よ
う
た
刊
格
の
経
済
で
あ
る
か
、
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ

ω
市
川
で
は
、

そ
れ
が
、
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
波
的
性
格
を
も
っ
た
も
の
で
あ
り
、
全
体
F
し
て
資
本
主
義
か
ら
一
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期

の
経
済
で
あ
る
こ

k
に
つ
一
い
て
は
、
異
論
が
た
い
。
し
か
し
た
が
ら
、
そ
の
過
渡
的
性
格
の
一
内
容
規
定
と
い
う
こ
と
に
た
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
こ
と
な
る
見
解
が
み
ら
れ
る
。

ラ
ピ
ド
ゥ

l
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
1
チ
γ

ノ
フ
は
、
ー
削
減
期
心
経
済
と
し
て
の
ソ
ビ
エ
ト
経
済
を
、

「
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
新
ら
し
い
点
は
、
資
本
主
設
か

b
社
会
主
義
へ
の
過
渡
的
性
格
」
に
あ
り
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
ソ
速
に
は
、
計
回
と
自
然
発
生

性
と
が
、
す
な
わ
ち
、
社
会
主
義
要
素
と
阿
然
的
関
係
、
L
h

品
よ
ぴ
単
純
商
品
交
換
関
係
を
は
じ
め
と
し
て
、
資
本
主
義
に
い
た
る
い
ろ

い
ろ
の
経
済
形
閣
が
混
合
し
て
い
る
」
。
ソ
ピ
コ
ト
経
済
白
特
質
は
「
そ
の
一
過
被
的
な
引
質
に
あ
り
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、

も
は
ヤ
資
本
主
義
経
済
で
も
た
〈
山
市
全
た
社
会
主
義
経
済
で
も
ち
い
」
。

そ
れ
は

ノ
ピ
ヌ
1
経
済
に
は
、

い
ろ
い
ろ
の
経
済
形
態
が
存
在
し
て

い
る
が
、
相
互
に
孤

yLτ
存
在
し
て
い
い
)
む
心
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
形
態
は
、

「
川
県
数
心
糸
〉
ピ
も
っ
一
て
、
相
互
に
む
す
び
つ

「
ソ
ピ
エ
経
済
」
の
叫
治

第
九
イ
一
巻

P可
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九
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け
ら
れ
て
い
る

資
本
、
1
1

読
経
済
が
、

自
然
発
生
的
で
あ
り

無
政
府
的
で
め
一
る
の
に
た
い
し
、

「
ソ
ピ
ェ
l
経
済
は
、
自
然
発
生

世
と
合
理
的
組
織
と
を
技
人
口
と
し
た
経
併
で
め
る
。

川
何
』
虫
記
己

o
Z
E
C
G
-頃
当
初
叶

2
0
回
目
出
」
HO白
出
円
。
。
出
向
田

EQJ↑
E
回
目
居
間
同
一
u

自
つ
吋
〕
民
包

g
E目
E
E
V
E富山
2
E
V円
h
f
H
4
0
0
5
?

H
回
目
白
「

5
N叶
J

H

刊
以
一
プ
ピ
J

ス
、
オ
ス
ロ
ヴ
ィ
ラ
ィ
ヤ
ノ
フ
将
校
町
茂
前
町
マ
ル
ク
ス
主
説
経
済
学
杭
済
学
と
サ
ゲ
ィ
エ
l
卜
経
済
心
理
論

1
[
附
和
泊
年
、
希
望
則
版
凶
ぺ

l
ジ
。
ラ
ピ
ド
ウ
!
ス
ス
、
オ

λ
l
ロ
グ
ィ

l
チ
ヤ
ノ
ア
日
八
W
V

仙
の
」
の
汗
は
、
内
九
二
七
年
浩
二
肱
(
一
一
立
、
じ

の
ひ
出
〉
、
一
九
一
一
八
年
に
り
泊
一
版
〈
一
五
、
心
。
山
川
)
、
第
三
版
ハ
ム
η

ヘ
リ
、
心
一
じ
り
仰
い
一
が
、
一
九
一
一
九
角
に
は
、
第
四
、
第

TAKが
山
版
さ

れ
、
つ
い
で
一
一
心
年
代
九
は
い
っ
て
、
さ
ら
に
数
肱
が
か
六
ね
ら
れ
て
し
ゐ
ο

山
阪
川
散
も
お
お
く
、
当
時
の
代
衣
的
は
附
を
し
め
し
て
い
る
も
の

と
い
え
る
ο

片
昨
若
心
一
人
K

オ
ス

i
ロ
ヴ
I
l
チ
ヤ
ノ
フ
は
、
礼
代

C
も
ソ
ビ
エ
ト
純
折
半
界
に
お
け
る
主
加
で
あ
り
、
川
氏
の
凡
併
は
、
つ

ね
に
、
て
れ
ぞ
れ
時
期

ιお
け
Q

代
表
的
な
品
叫
し
乙
し
亡
み
る
一
-
と
が
で
主
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
児
沢
需
は
、
第
正
阪
の
択
で
あ
る
出
、
第
一
阪
か

ら
第
五
版
ま
で
の
汁
柏
木
的
見
併
は
、
お
な
じ
む
あ
る
。

な
お
、
き
さ
に
あ
げ
た
川
沢
は
、
一
九
一
一
九
年
山
肌
さ
れ
た
揃
h
版
に
フ
ラ
ン
ス
市
出
か
ら
の
町
訓
で
あ
一
ゐ
。

九
三
ハ
〉
年
に
お
け
る
経
消
学
に
お
け
る
険
械
油
、
制
点
北
酬
の
折
判
に
お
う
じ
、
ヲ
ピ
ド
ゥ

1

ス
、
ず
ス
ロ
ヴ
ィ

I
チ
ベ
ノ
フ
の
寸
経
済
学
』

教
科
に
も
、
ん
い
同
的
に
改
一
訂
が
く
わ
え
り
れ
、
一
ん
三
一
向
に
出
版
さ
れ
た
泊
六
阪
は
、
出
い
一
j

」
味
で
の
経
治
学
心
立
川
掛
か
ら
什
は
か
れ
て
い
る
。
第

六
版
の
邦
れ
に
は
、
柄
本
弘
毅
訳
マ
ル
ク
ス
主
義
経
消
芋
L

教

m-
ぷ
あ
り
の
。
さ
ら
に
第
七
阪
(
一
九
士
二
一
年
)
の
邦
訳
と
し

τ、
お
な
じ
く
橋

本
弘
毅
臥
』
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
教
科
」
(

p

l

れ
は
、
山
内
問
か
ら
な
り
、
机
一
間
「

4
一
直
川
仙
・
貨
幣
」
、
第
二
川
「
資
本
労
賃
利
潤
」
、

部
一
一
間
「
伝
川
地
代
・
恐
慌
」
、
泊
五
川
「
軌
占
資
本
H
H
M
刊
同
主
語
」
と
な
っ
て
い
る
)
、
第
八
阪
(
一
九
二
年
)
の
邦
一
ポ
と
し

c
、
柄
本
弘
毅

訳
っ
新
経
済
学
入
門
一
上
巻
が
あ
る
】
な
お
、
前
八
阪
の
邦
訳
は
、
戦
後
そ
の
一
仰
が
再
刊
さ
れ
た
。

ω
同
ナ
但
制
州
出
品
諮
問
へ

l
シ。

川W

同
右
一
ー
也
九
ペ
ー
ジ
。

川
刷
同
布
一
八
一
ヘ
ー
ジ
。

以
上
が
、

ソ
ビ
ー
ト
経
済
心
過
は
的
性
格

ω規
定
で
あ
る
。



と
こ
ろ
で
、
ラ
ピ
ド
ゥ

l
ス
、
オ
九
ト
ロ
ヴ
ィ

l
チ
ヤ
ノ
フ
は
、
過
波
期
経
済
(
ソ
ピ
ェ

1
経
済
)
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
ソ
ビ

ず
一
ト
経
済
を
、
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
た
に
を
研
究
対
象
と
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
第
一
版
に
お
W
て
、
ラ
ピ
ド
ヴ

1

1
、
オ
ス
ト
ロ
ウ
ィ

1
4
7
ヤ
ノ
フ
は
、
せ
ま
い
意
味
で
の
経
済
学
白
見
地
に
た
っ

τ
い
る
。

一
つ
の
科
学
と
し
て
の
経
済
学
は
、
必
要
と
し
な
加
、
と
考
え
て
い
た
。
い

す
な
わ
ち
、
村
会
主
義
の
も
と
で
は
、
円
七
の
研
究
に
、

わ
ゆ
る
プ
ハ

l
リ
ン
の
「
経
済
学
消
滅
論
」
の
l
M
場
と
お
な
じ
で
あ
る
。

か
」
と
設
問
し
、

フ

ピ
ド
Iク

ス
「

;合オ
L- ;0え

とト
こロ
犬ニ ヴ
えイ
vζ1  

いチ

るn ヤ
。ノ

モフ
のは
生ヒ 、
N: 
関
係
が

「
経
済
学
は
、
人
聞
の
生
産
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
引
究
す
る
も
の
で
あ
る

「
男
子
と
立
子
、
大
人
と
小
供
と
の
あ
い
だ
の
一
定
心
分
業
、
家

出
に
た
い
す
る
、
す
へ
て
の
成
員
の
あ
る
在
度
の
服
従
な
と
に
も
と
づ
く
労
働
の
究
極
的
組
織
か
ら
成
立
し

τ
い
る
」
自
然
抑
制
新
日
も

こ
の
関
係
は
、
モ
の
家
族
の
欲
望
一
を
し
っ

τ
い
る
家
長
の
意
識
的
意
志
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
。
こ
の
よ

と
で
は

「
ま
ず
第
一
に
、

う
に
し
て
、
か
れ
は
『
生
産
斗
叶
画
』
を
た
て
、
ど
の
L
L

地
を
株
去
の
生
産
に
あ

τ
る
へ
さ
か
、
ま
た
午
ピ
は
ど
の
土
地
に
、
燕
去
は
ど
こ

十亡

ユ
ゾ
旦
は
ど
こ
に
み
な
ど
を
決
出
ん
す
る
o

第
二
に
、
こ
れ
ら
の
梢
関
係
は
、
こ
の
よ
う
に
か
ん
た
ん
明
瞭
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
研
究

一
つ
の
科
学
を
必
要
と
し
な
い
」
よ
う
に
、
社
会
主
義
社
会
り
も
と
で
は
、

「
す
ペ

τ
の
成
員
は
、
日
分
の
欲
望
の
充
足
の
た

に
は

め
に
、
集
産
的
に
、
か
っ
こ
心
経
済
利
融
体
の
)
山
一
甲
山
忘
を
表
一
七
万

ω機
闘
の
指
折
の
も
と
に
決
定
さ
れ
た
計
画
に
し
た
が
っ
て
、
労
働
す

る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
機
関
は
、
統
計
江
よ
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
社
会
の
成
員
の
欲
望
金
問
先
し
、
こ
の
研
究
心
結
果
に
し
た
が
ヲ
て
、

己
心
経
祈
の
い
ろ
い
ろ
の
経
済
部
門
と
企
業
の
あ
い
だ
に
、
労
倒
を
分
配
す
る
で
あ
ろ
う
。
労
働
川
兵
治
よ
び
原
料
は
、
交
換
な
し
に
、

す
た
わ
ち
賄
売
も
版
売
も
な
く
、
モ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
、
合
理
的
に
、
分
配
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

完
成
生
産
物
は
、
共
同
倉
庫
に
入

れ
ら
れ
、
共
同
倉
庫
位
、
完
成
生
陀
物
を
、
モ
ハ
U

欲
M
J
に
し
た
が
っ
て
、
社
会
り
訪
山
川
日
に
分
配
す
る
で
あ
ろ
う
。
人
間
の
欲
望
へ
の

「
ソ
ビ
エ
ト
経
済
」
心
叫
論

部
九
一
l

二
盗

子f

部一一門
J
d



品
九
士
一
通

Tc 

生
産
の
週

U
は
可
ソ
戸
エ
ト
経
凶
」
白
川
古
川

こ
心
よ
う
に
、

第
三
日

社
会
心
統
今
的
組
織
と
青
山
誠
的
指
揮
か
ら
一
結
果
す
る
で
あ
ろ
れ
。
」
自
然
続
、
併
と
社
会
主
義
、

共
産
主
義
経
済
と

ω
あ
い
だ
に
は
、
ゐ
お
く
の
差
異
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

て
組
織
さ
れ
、
指
間
作
さ
れ
か
」
と
い
う
共
通
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
ヮ
て
、
社
会
主
義
経
済
の
研
究
に
は
、

「
い
ず
れ
も
、
怠
識
的
右
人
岡
山
怠
忘
に
よ
っ

一
つ
の
一
科
学
と

し

τ心
経
許
学
は
、
必
要
と
し
な
円
d

経
出
町
学
心
研
究
す
る
対
象
は
、

川
」
で
あ
り
、
白
然
的
家
長
経
済
や
社
会
主
義
社
会
は
、

「
資
本
主
義

1
商
品
交
換
社
会
心
生
瑳
凶
係
を
規
制
す
る
諸
法

一
つ
一
の
げ
認
識
的
な
人
間
の
意
志
に
よ
り
指
導
さ
れ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
経
済

学
の
研
究
す
べ
き
テ
1
7
は
仔
在
し
な
い
。
た
だ
社
会
ト
一
義
社
会
心
生
日
世
間
係
は
、
自
然
的
家
長
続
減
川

ω生
産
関
係
よ
り
、
は
る
か
に

複
雑
で
あ
ろ
う
か
り
一
、
お
そ

b
く
一
つ
一

ω
判
別
の
一
科
学
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
。
し
か
し
、
そ
の
ば
あ
い
で
も
、

け
っ
し
て
経
済
学
で
は
た
い
で
あ
ろ
う
。
」

「
モ
心
科
学
は
、

以
上
心
よ
う
に
、
治
一
阪
に
h
G
け
る
、

ラ
ピ
ド
ク

l
ス、

オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ

l
チ
ャ
ノ
ヌ
の
見
解
は
、
プ
ハ

l
リ
ン
の
そ
れ
1

「
ま
っ
た

〈
お
な
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(7) (5) (叫臼)(3) (2) (1) 

日同同同同同前
右右右右右右 j品

;1¥ 
;吹

一一ベ
1
0
V
O

一
一
ペ
ー
ジ
。

二
ペ
ー
ジ
u

一
一
一
一
ベ
ジ
3

一
一
ペ
ー
ジ
。

凹
べ
。
ノ
u

何
ペ
ー
ジ
u



ソ
ビ
エ
ト
経
済
が
経
済
学
凶
研
究
対
象
と
な
る
の
は
、
そ
れ
が
過
渡
的
性
絡
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
資
本
主
義
経
済

ω一
諸
法
則
が
、

な
ん

b
か
の
料
度
に
な
い
て
作
用
す
る
か
ど
う
か
、
資
本
主
義
経
済
の
法
則
が
、
ど
の
程
度
ま
で
協
議
的
指
導
に
よ
っ
て
か
え
ら
れ
る

か
、
ソ
連
邦
の
経
済
に
沿
い
て
は
、
協
議
的
活
動
と
白
然
的
所
副
と
の
あ
い
だ
に
は
‘
ど
白
よ
う
な
依
存
関
係
が
成
立
す
る
か
な
ど
、

古
い
生
産
関
係
り
諸
法
刑
が
存
在
し
、
作
川
し
℃
い
る
か

b
で
あ
り
、
士
た
、
こ
れ
ら
の
要
附
は
、
ど
む
よ
う
な
怠
義
を
も
ち
、
ど
の

上
う
な
発
展
傾
向
を
も
っ
亡
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
す
ぺ
て
、

ソ
ビ
エ
ト
日
家
の
批
突
山
政
治
と
官
接
に
む
す
び
つ
い
て
お
り
、

と
れ
ら
心
問
題
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
川
山
則

ω商
法
川
を
あ
き
ら
か
に
し
、
ひ
と
び
と
を
し
て
村
会
主
義
述
設
陀
怠
識
的
に

参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
骨
一
る
か
ら
で
あ
る
ο

そ
れ
と
と
も
に
、
ソ
ヒ
ェ

l
経
済
の
話
法
則
と
資
本
主
義
経
済

ω諸
法
則
と
を
比
較
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
町
杭
J

叫
山
月
下
心
長
本
的
カ
ア
ゴ
リ
!
の
国
併
を
、
よ
り
い
っ
そ
う
ふ
か
め
る
こ
と
が
で
さ
る
か
ら
で
あ
る
。
ラ
ピ
ド
ゥ

l

ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ

l
チ
ヤ
ノ
フ
が
、

ソ
ピ
コ
ト
経
済
の
別
究
を
括
起
寸
る
刑
判
由
は
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。

)
 
1
 
〔

前
掲
邦
出
荷

問

l
五
へ
ジ
。

こ
の
よ
、
つ
に
、

ソ
ピ
ヱ
ト
経
済
が
、
川
山
ん
の
対
象
に
た
り
う
自
の
は
、
そ
こ
で
は
ま
だ
、
資
本
主
義
経
済
の
諸
法
則
が
、
社
ん

b
か

の
か
た
ち
で
存
証
し
、
あ
る
い
は
た
ん
ら
か
の
程
度
で
作
用
す
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
た
る
。

し
か
し
た
が

b
、
同
時
に
ま
た
、
経
済
学
と
ソ
ビ
エ
ト
経
詐
mm
論
と
を
区
別
し
、
そ
の
あ
い
だ
に
根
本
原
理
。
相
異
が
あ
る
己
と
を

強
調
し
て
い
る
。
ヲ
ピ
ド
ヶ

l
λ

、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ

l
チ
ヤ
ノ
フ
の
叶
経
済
学
』
教
程
が
、
「
ソ
ピ
ェ
}
経
済
舟
論
と
の
関
連
に
お
け

る
経
済
学
」
レ
仁
名
づ
け
ら
れ
、
ソ
ピ
ー
終
消
山
理
論
的
諸
問
題
が
、
資
本
主
義
経
済
の
そ
れ
と
比
院
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
記
述
さ

「
ソ
ピ
エ

l
経
済
」
の
皿
論

第
九
l
二
世

]i 

第
三
号



「
ソ
ピ
エ
?
経
済
」
の
刊
円
前

節
九
イ
一
を

五

]zg 

第

円
-/7 

凶

れ
て
い
る
の
も
、

こ
の
た
め
で
あ
る
c

)
 
1
 
(
 
前
掲
邦
訳
古

五
一
八
ペ
ー
ジ
参
照
。

ラ
ピ
ド
ク

1
ス
、
オ
ス
ト
ペ
ワ
ィ

l
チ
ヤ
ノ
フ
は
、
向
者
の
根
本
原
理
の
相
異
を
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
資
本
主
義
経
済
を
支
刑
す
る
法
則
は
、
人
間
の
志
士
山
必
よ
び
語
識
と
は
無
関
係
に
作
用
す
る
か

b
、

こ
の
法
則
を
も
っ
と
も
純
粋
な

形
態
の
も
と
で
研
究
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
円
然
発
生
性
を
蚕
食
す
る
い
っ
さ
い
の
も
の
、
と
く
に
資
本
主
義
国
家
を
抽
象
し
穴
け
れ

ば
な

b
た
い
」
。
し
か
し
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
、

ソ
ヒ
ェ
ト
国
家
、
モ
の
市
助
、
そ
の
決
定
明
白
は
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
白
独
裁
の
機
関
で
あ
る

「
統
計
的
訂
耐
に
も
と
づ
く
合
理
的
組
織
を
代
表
す
か
」
u

し
た
が
ヲ
て
、
ソ
ピ

ヱ
ト
国
家
は
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
生
院
関
係
の
必
要
な
一
要
素
」
で
あ
る
c

こ
の
た
め
に
、
経
済
学
と
ソ
ピ
で
ト
経
済
理
論
と
の
根
本

す
中
川
わ
ち
過
渡
期
目
経
済
に
お
い
て
は
、

!京
(3) (2) (1)坦

'/1>' 
荘[
違
す
る

と

前
掲
邦
訳

U

同
右
同
右

五
一
八
ベ
ジ
。

こ
の
よ
う
に
、
せ
ま
い
怠
味
で
の
経
済
学
の
見
地
に
た
つ
た
め
、
経
済
学
と
ソ
ピ
ヱ
ト
経
済
担
論
と
が
対
置
さ
れ
、
ソ
ピ
引
ト
閏
家

は
、
生
庄
関
係
の
必
要
な
一
要
素
と
し
て
、
生
産
関
係
の
友
か
に
解
消
さ
せ
る
と
い
う
、
あ
や
ま
り
に
む
ち
い
フ
て
い
る
。

生
産
と
前
曲
目
と
の
あ
い
だ
の
あ
る
均
衡
は
、
ぁ
、
b
ゆ
る
社
会
の
存
続
条
件
で
あ
る
こ
と
か

b
、
こ
心
均
衡
一
ω
た
め
に
、
諸
生
産
部
門

間
へ
の
労
働
の
町
分
に
沿
い
て
、

一
定
の
比
率
が
た
も
九
れ
託
け
れ
ば
丘
ら
た
い
こ
と
は
、
ピ
つ
ま
で
も
た
い
む

ラ
ピ
1
ゥ

I
ス
、
オ



支ス
西日 ト
すロ
~l) <7~ 
~ 

j!:J 

衡チ
法ャ
則ノ
はフ
、に

よ
れ
ば

「
生
産
関
係
の
形
態
が
、
と
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
っ
さ
い
の
社
会
を

「
労
働
支
出
の
均
衡
法
則
L

で
あ
り
、
資
木
才
一
義
経
済

ω
も
と
で
は
、
こ
の
法
則
は
、
価
値
法
則
を
つ
う

じ
て
、
人
間
の
意
志
h

寸
志
織
と
は
無
関
係
に
作
用
す
る
o

共
産
主
義
の
も
と
で
は
、
こ
の
法
則
は
、
も
つ
ば
ら
人
間
の
意
士
山
お
よ
び
意

識
を
つ
う
じ
て
作
用
し
、
中
川
和
機
関
の
合
理
的
な
処
置
の
な
か
に
、
モ
白
表
現
を
み
る
、
と
。

(2) (1) 

前
阻
邦
訳
担

問
右
審
問
。

五
一
九
ペ
ー
ジ
b

こ
の
よ
う
に
、
永
久
不
変
む
「
労
働
支
出
の
法
則
」
が
、
超
歴
史
的
法
則
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
に
作
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会

で
は
、
た
だ
そ
の
発
現
形
態
が
こ
と
た
る
だ
け
で
あ
る
、
と
考
え
も
れ
、
資
本
主
義
と
社
会
主
義
の
も
と
に
お
け
る
、
相
会
的
労
働
配

分
白
、
質
的
・
量
的
規
定
性
の
特
殊
性
が
、
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

「
労
働
支
川
の
法
則
L

が
、
普
通
的
法
則

と
し
て
垣
市
正
史
的
に
存
在
す
る
と
ρ
う
こ
と
か
ら
、
ソ
ピ
ヱ
ト
経
済
一
山
お
い

τも、

ム
お
た
じ
よ
う
に
、
労
働
支
出
の
法
則
に
も
と
づ
く
。
L

た
だ
、
過
渡
期
経
済
で
あ
る
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
も
と
で
は
、
「
価
値
法
則
に
止
る

「
生
産
関
係
の
均
衡
は
、
他
白
す
ペ

τ
の
経
済
と

も
の
と
、
計
阿
に
よ
る
も
の
と
の
二
つ
の
規
制
の
形
態
の
、
く
み
あ
わ
さ
れ
た
作
用
が
あ
る
。
た
ぜ
な
ら
一
、
価
値
法
則
を
利
用
す
る
合

2
 

想
的
た
指
導
は
、
も
っ
と
も
能
動
的
だ
か
ら
で
あ
る
L

こ
の
こ
と
は
、
ソ
ピ
ヱ
ト
経
済
の
過
渡
的
性
格
が
、
こ
の
こ
と
を
要
求
す
る
も

の
で
あ
る
、
と
。
そ
し
て
、
価
値
法
則
は
、
合
閣
内
的
原
理
の
進
歩
の
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
労
働
支
出
の
法
則
に
か
わ
っ
て
ゆ
く
で
あ

ろ
う
。(2) (1) 

前
掲
邦
訳
書

同
右

五
一
九
ペ
ー
ジ
e

こ
の
よ
う
に
し
て
、
デ
ハ

l
リ

γ
の
い
わ
ゆ
る
「
労
働
支
問
の
法
則
」
に
も
と
づ
い
た
ラ
ピ
ド
ゥ

1
丸
、
オ
ト
ス
ロ
ヴ
ィ

1
チ

T

ノ

「
ソ
ビ
エ
ト
紅
前
」
の
迎
論

卸
九
十
二
告

li 
主L

第
二
村

五:



「
ソ
ビ
エ
ト
経
済
」
勾
山
尚

第
九

l
二
巻

一
五
六

靖
三
号

ジミ

ソ
ビ
エ
ト
経
済
に
が
け
一
日
合
理
的

組
織
と
資
本
主
義
の
日
然
発
生
性
と
り
あ
い
だ
の
関
係
は
、
闘
争
に
帰
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
M
V

う
結
論
に
到
達
す
る
。

フ
は
、
池
波
則
を
資
本
土
議
要
素
と
社
会
主
義
り
そ
れ
と
の
例
干
の
過
程
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、

(1) 

別
掛
川
凶
作

-
斗

A

九
ペ
ー
ジ
、

ラ
ピ
ド
ヮ

1
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ

l
千
寸
ノ
フ
的
一
『
経
済
学
ト
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
己
の
時
期
(
一
九
二
九
年
ご
ろ
ま
で
)
の
支

配
的
見
併
は
、
プ
ハ

1
リ
ン
の
「
経
済
学
消
滅
論
」
の
影
響
セ
う
け
、
仕
ま
い
怠
味
で
の
経
済
学
の
止
場
に
た
ち
、

「
社
会
主
義
経
済

学
」
心
存
十
忙
は
行
定
さ
れ
て
い
た
。

第
二
に
、

ソ
ビ
エ
ト
経
済
は
、
止
ま

w
怠
味
で
の
過
波
川
、
す
な
わ
ち
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
と
し
で
担
握
さ
れ
、

そ
の
山
川
冗
は
、
経
済
学
乙
は
根
本
即
州
一

ω
こ
と
な
る
ソ
い
ェ
ト
経
済
団
論
に
上
っ
て
お
と
な
わ
れ
、
社
会
主
義
建
設
が
加
わ
れ
ば
、
も

は
や
一
つ
の
一
科
学
と
し
て
の
経
済
ゴ
片
山
、
い
か
な
る
ふ
味
に
入
ぬ
れ
ず
も
、
不
必
必
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
見
解
が
、
ひ
ろ
く
普
及

し
て
い
た
。

ラ
ピ
ド
ク

l
丸
、
オ
ス
ト
ロ
グ
ィ

l
チ
ヤ
ノ
フ
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
い
よ
う

rの
べ
て
い
る
。

「
統
一
的
計
尚
に
も
と

づ
く
合
担
的
組
織
が
、

ソ
ピ
ェ

l
経
済
む
な
か
で
、
工

U
U川
企
に
山
己
を
虻
徹
す
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
価
値
法
則
は
、
労
働
支
出

の
法
則
に
転
化
し
て
い
と
。

資
本
主
十
一
括
経
昨

ω一
清
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
ま
た
同
時
に
‘
そ
一
ω
形
J

屈
も
内
蒋
も
、
モ
山
内
容
心
消
滅
お
よ
び
と

、
、
、
.
、
、
司
、
、
、
.
、
、
、
.
、
、
、
.
.
.
.
 、
、
、
、
、
、
.
、
.
.
 、
、
.
、
、
.

ソ
ビ
エ
ト
経
済
が
社
会
主
義
経
叶
に
な
り
お
わ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
は
ず
で
に
消

減、の
し、 ifl'
て、態
L局、心〉

る、 弓之
で、必
あ、~
ろ.し〉

う、 Tこ
~1)め

(に
(jJ 萎
J作品fi'J
l す
本ブ
日で
¥ノい

あ
る
つ。

)
 
1
 
(
 
前
同
邦
沢
詳

主

一

へ

1
ジ
@

こ
の
よ
う
に
、
池
波
期
を
せ
ま
い
意
味
に
塊
定
す
る
は
川
併
は
、
心
ち
に
社
会
主
義
段
階
を
固
定
化
し
、
定
式
化
す
る
胤
閃
の
一
っ
と



な
り
、
社
会
主
義
段
階
r
L
J
け
る
経
済
消
法
川
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
心
材
究
と
ー
く
の
規
定
に
お
い

τ、
h
u
お
く
日
間
維
を
も
た
り
一
す
こ
と
に

な
っ
た
o

と
く
に
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
心
立
場
に
た
ヲ
ひ
と
び
と
の
ば
あ
い
も
、
過
渡
期
主
吐
ま
い
怠
味
で
規
定
す
る
見
鮮
の
一
影

響
を
う
け
、
社
会
主
義
経
済
が
建
設
さ
れ
た
あ
か
っ
さ
に
は
、
価
値
法
則
は
存
在
し
な
く
な
る
と
考
え
、
三

O
一
年
代
に
は
、
社
会
主
義

叫
門
会
に
お
け
る
価
値
法
則
の
作
用
を
百
一
一
比
し
、
こ
れ
に
か
わ
ヮ
て
、
計
両
を
法
則
止
か
ん
が
え
る
且
解
が
支
配
す
る
と
正
と
た
っ
た
。

四

当
時
心
(
一
九
て

0
年
代
目
)
大
部
分
の
教
紅
、
教
利
主
円
、
お
よ
び
側
々
の
経
済
学
に
か
ん
す
る
著
作
に
は
、
ル

l
ピ
ソ
h
T
ブ
ハ

l

リ
Y

り
見
解
が
、
か
な
り
広
く
ゆ
金
わ
た
っ
て
い
た
。

一
一
回
に
沿
け
る
社
会
主
r五
経
済
心
建
設
と
い
、
ヮ
、
世
界
で
古
川
円
し
よ
白
実
験
全

ま
え
に
し
て
、
肌
論
的
に
も
、
実
践
の
う
え
で
も
、
百
定
的
彬
響
を
お
よ
ぼ
し
た
、
ル
ー
ピ

γ
の
観
念
論
的
見
解
、
プ
ハ

l
リ
γ
の
機

械
論
的
此
解
心
批
判
を
つ
う
じ
、
経
済
学

ω
諸
問
山
酬
も
、
根
本
的
に
再
検
討
す
Q

こ
と
が
必
要
に
た
ヲ
亡
き
た
の
は
、
当
然
り
結
川
市
で

あ
っ
た
と
い
え
に
う
。

き
さ
に
み
た
よ
う
に
、
ラ
ピ
ド
グ
1
ス
、
オ
ス

l

ロ
ヴ
ィ

l
チ
ヤ
ノ
フ
の
「
経
前
学
h

教
科
は
、
り
て
の
第
五
版
(
一
九
二
九
年
)
ま

で
は
、
経
済
学
に
治
け
る
ル
1
ピ

Y
山
メ
ソ
ジ
コ
ヴ
ィ
キ
的
、
観
念
論
的
見
解
の
彬
叫
容
を
う
け
℃
い
た
と
と
も
に
、

「
ソ
ピ
コ
ト
経
済

浬
論
」
か
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
プ
ハ
1
リ

γ
心
「
経
新
学
削
減
論
」
心
立
場
に
た
ち
、
そ
凶
機
械
論
的
見
解
の
も
と
に
あ
っ
た
。

社
会
宅
義
社
会
に
沿
い
て
は
「
労
働
支
出
白
法
則
」
が
支
配
す
る
と
円
う
見
解
や
、
者
者
が
、
第
六
版
心
序
文
で
、
ま
え
の
阪
で
は
、

社
会
主
義
セ
ク
タ
ー
は
、
交
換
関
係
を
つ
う
じ
て
の
み
、
小
農
経
済
の
自
然
発
生
性
に
影
響
し
う
る
と
、
L
2恢
し
、
右
翼
日
和
口
地
主
義
的

あ
干
ま
り
を
お
か
し
た
、
と
円
己
批
刊
し
て
い
る
よ
う
に
、
ル

l
ビ
γ
臼
観
念
論
的
見
解
、
ブ
ハ

l
リ
ン
の
機
械
論
的
見
解
は
、
当
時

「
ソ
ビ
エ
ト
経
済
」

O
W
4
A
川

明
九
十
A

一造

" 七

:n 

" 

じ



一
ソ
ビ
エ
ト
経
出
」
の
開
前

第
九
十
一
巻

五

ノ一、

第
三
日
勺

ノL

白
経
済
学
心
た
か
に
、
ひ
じ
よ
う
に
治
ゐ
き
な
影
響
と
痕
跡
を
の
こ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

川
川
ラ
ピ
ド
ゥ
l

ス
、
オ
ス
ト
ロ
グ
ィ
1

チ
市
ノ
フ
前
掲
百
第
六
版
(
一
九
三
一
年
〕
序
世
(
邦
訳
古
『
マ
ル
ク
ス
チ
義
経
術
学
教
訓
担
」

E

町
ベ

1

ジ
)
定
一
照
。

工
業
化
、
農
業
集
同
化
を
へ
て
、
第
一
次
五
カ
年
計
耐
に
よ
り
、
生
産
力
の
急
速
た
哨
大
と
ソ
連
経
済
の
構
造
が
一
新
さ
れ
る
に
し

た
が
い
、
過
渡
期
経
済
K
つ
い

τ
の
問
題
も
ま
た
一
新
し
、
理
論
的
再
検
討
の
必
要
が
で
て
き
た
こ
と
は
、
ま
た
当
然
友
己
と
で
あ
っ

た
。
ラ
ピ
ド
ヮ

l
月
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ

I
チ
ヤ
ノ
フ

ω
『
経
済
学
L

教
科
第
六
版
は
、
と
の
上
う
た
新
ら
し
い
条
件
の
も
と
で
、

ロ山

1
資
本
主
義
経
済
の
国
論
と
ソ
ピ
ヱ
1
経
済
の
到
諭
に
お
け
る
機
械
論
的
見
解
わ
よ
び
観
念
論
的
見
解
」
を
な
く
す
こ
と
に
重
点
が 「商

hs
カ
れ
た
。

(1) 

百
掲
邦
詐
「

百

d

l
ジ
リ

第
五
版
以
前
心
『
教
硯
』
は
、
経
済
学
と
は
、

一
般
に
両
川

1
資
本
主
義
経
済
だ
け
を
研
究
す
る
せ
ま
い
意
味
で
の
経
済
学
の
立
場

に
た
っ
て
い
た
の
に
た
い

L
、
第
六
版
以
降
で
は
、

エ
ソ
ゲ
片
只
の
広
い
背
山
味
で
の
鮮
情
学
の
」
V
場
に
た
っ
て
か
か
れ
て
い
る
。
第
六

版
で
は
、
商
品

l
資
本
主
義
経
済
心
発
展
法
則
だ
け
で
は
た
く
、

ソ
ビ
エ
ト
紅
済
理
論
も
と
り
あ
っ
か
わ
れ
て
い
る
。
モ
の
叶
教
型
』

に
ゐ
け
る
位
世
づ
け
ば
、
以
前
の
版
が
、
資
本
主
義
経
済
の
発
良
法
則
を
検
討
し
て
い
る
各
章
末
に
、
資
本
主
義
の
モ
れ
と
比
較
対
象

す
る
と
い
う
形
で
、
断
片
的
に
記
述
さ
れ
て
い
た
の
に
た
い
し
、
第
六
阪
で
は
、

ソ
ビ
エ
ト
経
済
が
資
本
主
義
廃
絶
の
結
果
生
れ
た
こ

と
か

b
、
商
品

l
資
本
主
義
経
済
の
研
究
の
あ
と
に
、
ま
と
め
て
ソ
ビ
エ
ト
経
済
理
論
を
研
究
す
る
と
い
う
構
成
が
と
ら
れ
て
い
る
。

第
七
版
(
一
九
三
二
年
)
に
沿
レ
て
は
、
ふ
た
た
び
、

『
資
本
論
』
の
構
成
に
し
た
が
い
記
述
し
な
が

b
、
り
て
れ
ぞ
れ
の
章
で
、
ソ

ヒ

L
1
経
済
の
諮
問
題
を
比
較
検
討
ず
る
と
い
う
方
法
が
と

b
れ
、
知
八
版
(
一
九
三
四
年
)
に
お
い
て
も
、
七
版
。
構
成
と
h
d

た
じ



で
あ
る
。
た
だ
第
八
版
に
お
い
て
は
、
広
い
怠
味
で
心
経
治
学
心
以
場
か

b
、
資
本
正
義
以
前

ω
諸
構
成
体
一

ιつ
い
て
、
そ

ω
発
生
、

発
展
、
崩
壊
と
い
う
視
点
か

b
u
叙
述
が
つ
け
く
わ
え
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
段
階
で
は
、
広
い
意
味
で

ω
経
済
学
心
立
場
に
た
つ
ひ
と
び
と
も
、
ま
だ
「
社
会
主
義
経
済
J

ヤ
こ
と
し

τ、

体
系
的
に
構
築
す
る
ま
で
に
は
い
た
b
在
か
っ
た
。
タ
l
リ
も
指
ー
揃
し
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
主
義
経
祈
制
度
に
つ
い
て
は
、
資
本
主

返
り
法
則
性
主
解
凶
ず
る
各
指

ι沿
い

τ、
比
較
、
対
比
す
る
か
、
あ
る
い
は
平
行
し
て
、

れ
の
項
に
念
い
て
心
へ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
比

E
も
お
お
#
く
は
な
か
フ
た
。

可
教
程
』
の
さ
い
ご
か
、
ま
た
は
そ
れ
ぞ

(1) 

JP田
口

C
口
]uoHJ
向。

JZ
ロ
ヨ
ヨ
宮
内
吉
岡
。
「
h
E
O
出
。
出
回
出
貝

o
m

回旬。ロ
O
M
m
w
E
自
民
《
口
旬
。
合
理
問
問
。
問
。
自
民
図
面
》
問
。
日
山
山
田
町
ヨ
町

ω由

五

ラ
ピ
ド
ク
l
ス
、
オ
ス

I
ロ
ヴ
ィ

1
チ
ャ
ノ
プ
た
ど
、
プ
ハ

l
リ
ン
の
「
経
済
学
消
滅
論
一
に
以
対
し
、

エ
γ
ゲ
ル
ス
心
広
ρ
克
味

で
の
経
済
学

ω
リ
助
に
?
っ
て
か
ら
も
、
ゾ
ビ
ェ
ト
縦
討
に
ゐ
け
品
価
値
法
則
の
存
在
と
そ
心
作
川
は
一
合
定
し
た
。

プ
ハ

1

リ
ン
は
、
と
の
よ
う
な
社
去
に
お
い
て
も
、
伺
々
の
生
堂
畑
山
門
附
へ
心
労
働
の
配
分
が
、

一
定
白
比
例
件
を
も
つ
こ
と
が
必

然
的
で
あ
る
と
と
か
ら
、
こ
心
比
例
性
的
必
然
附
全
、

「
労
働
支
出
山
山
法
川
」
と
な
づ
け
た
。
プ
ハ
1
リ
γ
に
主
れ
ば
、
尚
H
m
n
H
資
本

主
義
経
済
白
も
と
で
は
、

「
労
働
支
出

ω
法
則
」
は
と

ω
自
然
成
長
的
発
汎
形
態
、
す
な
わ
ち
価
値
形
態
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
社

会
主
義
の
も
と
で
は
、
価
値
法
川
は
、
労
働
支
出
心
法
則
に
成
長
転
化
し
、
そ
の
価
他
的
外
被
を
と
り
き
っ
て
、
直
接
労
働
支
出
回
法

則
と
し
て
作
出
す
る
。

こ
の
J
う
に
、
フ
ハ

l
り
γ
の
「
経
済
学
消
滅
論
」
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
価
値
法
則
の
存
在
と
そ
の
作
矧
を
r
肯
定
L
、
そ
ζ

「
ソ
ビ
エ
ト
経
済
」
の
県
品

出
九
十
二
岳

百

プし

部
三
号

九



「
ソ
ピ
エ
!
鮮
祈
」
の
別
論

部
九
十
J

一巻

ノ、
fj 

相
叩
-
ニ
村

じ

で
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
構
成
体
に
と
っ
て
北
口
逝
的
私
、
す
た
わ
ち
起
歴
史
的
た
「
労
働
支
山
の
法
則
」
が
作
用
す
る
と
い
う
此

解
に
み
ち
び
い
た
。

ー
ゾ
ゲ
ル
ス
の
広
い
一
五
味
で
心
経
済
学
心
立
場
に
た
っ
て
、

ラ
ピ
ド
山
ッ

l
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ

f

1
チ
ー
ノ
フ
は
、
モ
心
「
教
組
E

心
第
六
版
以
降
に
お
い
て
、
ブ
ハ

l
リ
γ
一ω
見
解
に
反
対
し
、

ソ
ピ
コ
l
経
済
の
諸
問
題
を
年
祭
し
た
が
、
同
時
に
、
ソ
ピ
ェ
}
経
済
に

治
け
る
価
値
法
則
の
存
在
と
作
用
、
価
値
的

ρ
一
ナ
ゴ
リ
ー
の
右
在
は
否
定
し
た
む
こ

ω
よ
う
に
し

τ、
プ
ハ

1
リ
ソ
の
「
経
済
学
消
滅

論
」
の
批
判
を
つ
つ
じ
亡
、

ソ
ピ
J

ト
経
済
の
法
則
刊
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
の
必
要
が
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
カ
し

な
が
ら
他
方
で
は
、

ソ
ビ
エ
ト
経
済
が
、
資
本
主
義
経
済
と
は
松
木
的
に
こ
と
た
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
、
価
値
法
則
と
価
航
的
カ

テ
ゴ
リ
ー
は
全
而
的
に
百
定
さ
れ
た
。

ラ
ピ
ド
ゥ

1
ス
、
オ
ス

l
p
ヴ
f

1
チ
γ

ノ
フ
は
、
価
値
的
b
テ
ゴ

J
I
心
一
什
荘
主
否
定
す
る
論
拠
と
し
て
、
岡
山
不
の
生
崖
物
は
、

す
で
に
商
品
で
た
い
、
と
い
う
レ

l

ニ
γ
の
つ
ぎ
の
、
指
摘
を
あ
げ
て
い
る
。

「

国
家
の
生
旅
物

1
lー
す
な
わ
ち
、
農
民
の
食
料

と
交
換
さ
れ
る
社
会
主
義
丁
一
場
の
生
産
物
は
、
経
済
学
的
な
意
味
で

ω
商
品
で
は
た
い
。
い
ず
れ
に
せ
工
、
た
ん
た
る
商
品
で
は
た
く
、

も
は
や
商
品
で
は
な
く
、
4

向
日
川
で
は
校
く
な
っ
て
い
る

」

川
こ
の
レ
l

ニ
ン
の
指
摘
は
、
ソ
ビ
エ
ト
共
和
岡
町
第
一
位
の
江
務
〉
し
て
、
件
直
力
の
阿
佐
、
出
来
、
工
業
、
運
輸
の
両
お
に
つ
い
て
の
具
体
的

方
法
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
、
中
央
心
部
働
国
防
会
議
か
り
北
方
ソ
ビ
エ
ト
機
闘
へ
の
指
令
市
誌
(
一
九
二
一
年
治
月
二
十
一
日
〕
心
な
か
で
心
指
摘

で
あ
る
。
(
口
言
自
-
E
Z
E
E
E同
品

1
0
邑
同
吋
白
区

ω
回
日
百

ω出
回
)

ラ
ピ
ド
ゥ

l
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ

l
チ
ヤ
ノ
フ
は
、
生
産
物
に
つ
い

τ
心
v

l
ニ
γ
心
と
の
指
摘
に
依
拠
し
、

「

こ
こ
か
ら
あ

さ
b
か
な
よ

7
に
、
聞
け
m
形
態
、
貨
幣
、
経
済
計
算
(
小
ス
一
プ
丸
チ
ョ

l
)

は
、
ノ
述
で
は
、
資
木
主
義
の
諸
条
件
に
お
け
る
の
と
は
、



ま
っ
た
く
へ
つ
の
役
割
を
訓
じ
て
い
る
」
こ
と
を
強
調
し
、
た
だ
、

ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
も
と
で
は
、

「
直
媛
的
、
社
会
主
義
的
交
換
へ
、

直
接
労
働
時
間
で
の
計
算
へ
移
行
す
る
た
め
の
、
あ

b
ゆ
る
必
要
な
、
技
術
的
、
組
織
的
前
提
が
、
ま
だ
す
フ
か
り
形
成
さ
れ
て
い
た

い
」
か

b
、

「
直
接
的
、
組
会
J
I
義
的
分
配
へ
、
ま
だ
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
ソ
ビ
エ
ト
商
業
|
|
現
在
の
発
艮
段
階

で
は
、
生
産
物
分
配
の
必
要
た
千
段
で
あ
る

l
l
t保
持
す
る
の
み
た
ら
ず
、
技
大
限
度
発
展
さ
せ
た
け
れ
ば
な

b
4な
い
こ
と
を
も
の

が
た
つ
て
い
る
」
。
こ
の
た
め
に
、
商
品
形
態
や
貨
幣
同
存
存
す
る
が
、
「
こ
れ
ら
山
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
性
質
は
、
商
n
山
川
口
資
本
主
義
経
済

に
b
け
る
、
そ
の
労
テ
ゴ
リ
!
と
は
原
則
的
に
と
と
な
ヲ
て

W
る
」
乙
と
が
強
調
さ
れ
亡
い
る
。

(41 (3) (2) (1) 

前
掲
ラ
ピ
ド
ゥ
l
λ

、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
l

プ
ャ
ノ
プ
「
第
八
版
与
邦
訳
一
二
六
ヘ
ジ
。

同
「
第
じ
版
L

邦
訳
郡
一
介
山
一
山
口
一
円
一
ペ
ー
ジ
。

同
右
一
一
円
一
ペ
ー
ジ
。

戸
市
一
匹
一
ペ
ー
ジ
u

社
会
主
義
心
も
と
に
お
け
る
尚
日
形
態
、
貨
幣
か
ど
、
現
実
に
存
在
す
る
に
れ
ら
一

ω
カ
ヲ
ゴ
リ
ー
を
み
と
め
は
す
る
が
、
モ
れ
ら
は
、

資
本
主
義
の
も
と
に
沿
け
る

ω
と
は
、
根
本
的
に
、
原
則
的
に
こ
と
な
っ
て
い
る
h

と
い
う
主
張
は
、
札
在
に
い
た
る
ま
で
、
強
調
古

れ
℃
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
で
は
、
根
木
的
に
あ
る
い
は
原
則
的
に
こ
と
な
る
と
い
う
意
味
、

h
J

工
び
そ
の
内
尉
什
は
、

hv

っ
た
い
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
ラ
ピ
ド
ゥ

l

ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
!
チ
ヤ
ノ
フ
は
、
つ
ぎ
の
主
う
に
む
ベ
℃
hv
る。

「
そ
れ
が
、
も
は
や

商
品
川
凶
資
本
主
義
経
済
の
白
然
成
長
的
運
動
法
則
の
表
現
、
す
な
わ
ち
、
価
伯
法
則
の
表
現
と
し
℃
あ
、
b
わ
れ
ず
、
ま
た
人
間
の
う
え

に
支
配
す
る
カ
で
も
な
く
て
、
わ
が
政
権
の
子
中

κお
け
る
、
わ
が
建
設
の
手
段
托
転
化
し
た
と
い
う
点
」
に
あ

p
、
そ
れ
ら
は
「
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
道
具
か
ら
一
、
社
会
主
義
建
設
の
も
っ
と
も
市
要
た
手
段
、
わ
が
経
済
心
討
画
的
指
導

ω
千
段
に
転
化
」
し
た
と
。
一
ウ

「
ソ
ビ
エ
ト
針
済
」
の
町
山
川

知
丸
一
一
省

，、

川
崎
一
日



「
ソ
ビ
エ
ト
椛
J

凶
」
心
理
市

第
九
一
巻

J、

部
-
一
日

ピ
ド
り

l
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ

l
チ
ヤ
ノ
フ

rよ
れ
ば
、
ソ
H
T一
ト
貨
幣
そ
凶
他

ω仙
他
的
力
一
ア
コ
リ
ー
は
、
社
会
主
義
建
設
の
た
ん

な
る
手
段
で
あ
る
。
社
会
的
労
倒
的
一
計
算
は
、
貨
幣
形
態
で
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
自
然
成
長
的
価
値
計
算
で
は
な
い
。
し
た

が
っ
て
「
ソ
ビ
エ
ト
貨
幣
も
ま
た
、
自
然
成
長
的
価
値
法
則
自
表
現
形
態
で
は
な
く
、
計
画
的
指
導
の
手
同
町
」
に
ほ
か
在
ら
な
い
、
と
。

(3) (2) (1) 

前
掲
ラ
ピ
ド
y
i
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
I

チ
ヘ
ノ
フ
「
第
八
版
L

邦
訳
D

同
右
「
第
じ
版
』
邦
訳
書
第
一
分
冊
一
四
一
べ

1
0ノ。

同
右
「
第
八
版
」
見
沢
直
一
二
七
ペ
ー
ジ
ω

二
じ
ベ
ー
タ

こ
の
よ
う
に
、
商
品
中
貨
幣
な
と
心
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
根
本
的
な
ち
が
い
は
、
資
本
主
義
心
も
と
に
拾
げ
る
そ
れ
が
、

「
自
然
成
長
的

価
値
法
則
心
表
丸
形
態
」
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
社
会
、
L
義
心
も
と
で
は
、

「
計
画
的
指
専
の
手
段
」
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
も
と
め

ら
れ

τ
い
る
。
し
か
し
な
が

b
、

な
ぜ
子
段
と
し
亡
白
役
割
古
来
し
う
る
心
問
に
つ
い
て
は
、
み
な
ん
ク
陀
論
的
併
明
。
か
な
さ
れ
ず
、
た

だ
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
白
条
件
の
も
と
で
の
商
品

l
貨
幣
形
態
は

っ
た
ん
に
純
然
た
る
外
的
形
態
で
は
な
く
、
商
品
川
引
資
本
主
義
心
そ

れ
と
は
原
則
的
に
区
別
さ
れ
る
と
こ
ろ
り
、
わ
が
国
に
お
け
ゐ
商
品
H
H
貨
幣
形
態
心
存

ιは
、
わ
が
建
設
心
生
産
関
係
白
木
質
そ
の
も

の
を
表
現
す
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
以
上
に
は
で
た
か
っ
た
。

)
 
1
 
(
 
前
掲
ラ
ピ
ド
ゥ
l

ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
l
チ
キ
ノ
フ
リ
第
八
版
「
川
市
山
川
討

ご
九
ペ
ー
ジ

価
値
法
則
が
「
ソ
ピ
ヱ

T

経
済
心
運
動
法
川
で
は
な
同
」
と
考
え
た
こ
と
は
、

E
し
い
が
、
過
波
的
な
社
会
主
義
心
段
階
に
沿
け
る

価
値
法
則
の
存
羽
と
作
刷
を

全
出
的
に
T

川
口
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ま
だ
伸
明
存
す
る

「
商
品
」

や
「
貨
幣
」
の
本
質
主
、
た
だ
り
七

れ
が
、
資
本
主
義
の
そ
れ
と
は
、
原
則
的
に
こ
と
な
る
と
い
う
以
上
に
解
明
す
G
こ
と
が
で
き
ず
、
レ

1
-
一
ン
や
ス
タ
1
リ
γ
の
指
摘

が
、
根
本
的
に
こ
と
な
る
説
明
の
原
拠
と
し
て
、
ひ
き
あ
い
に
だ
さ
れ
る
と
い
う
、
転
倒
し
た
説
明
が
沿
こ
た
わ
れ
る
結
果
に
な
っ
た



の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
ラ
ピ
ト
少
ス
、
オ
ス
ト
ロ
グ
マ
チ
み
ノ

7
は
、
ソ
ピ
コ
ト
経
済
に
台
け
心
「
一
向
門
川
H
H
貨
幣
拶
岬
品
川
り
存
在

は
、
わ
が
建
設
の
生
産
関
係

ω本
質
と
の
も
の
を
表
汎
す
ら
」
〈
傍
点
木
肱
〉
と
心
べ
て
は
い
る
が
、
価
値
法
則
に
か
わ
る
、
ソ
ピ
ェ

F
経
済
の
基
本
的
法
則
に
ワ
い
℃
は
、
な
ん

b
税
極
的
な
見
解
乞
展
開
し

c
wな
円
。
ソ
ビ
エ
ト
経
済
に
お
け
る
価
似
法
則
臼
存
在
と

一
九
凶
一
年
日
比
お
乙
な
わ
れ
た
経
済
学
者
と
り
会
談
に
治
げ
る
ス
タ

l
リ
ゾ

ω指
摘

作
用
と
が
み
と
め
ら
れ
る

Z
う
に
な
っ
た
の
一
は

に
よ
ヮ
て
℃
あ
る
。
モ
白
ま
え
、

一
九
三
二
年
一
月
二
一

O
H
m
b
二
凡
凶
日

κか
け
こ
ひ

b
か
れ
た
、
第
一
缶
四
党
協
議
会
に
お
い
亡

採
択
さ
れ
た
訣
議
(
第
二
次
五
年
計
画
(
一
九
三
三
三
七
年
)
作
成
に
た
に
3
る
指
令
い
一
の
な
か
で
、
?
で
に
「
生
産
物
交
換
」
に

「
貨
幣
は
消
滅
す
る
」
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

「
」
江
山
照
的
」
百
辞
で
あ
り
、
反
ポ
リ
ツ
」
ヴ
ィ
キ
的
な
性
格
を
も
っ

移
行
す
る
と
か
、

た
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
、
ー
叫
ん
阻
的
ル
一
ア
ゴ
リ
り
ト
刊
点
は
、
公
認
さ
れ
る
乙
こ
ろ

ι右
ヮ
た
が
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済

ι存
在
す
る

仙
情
的
カ
一
ノ
ゴ
リ

i
は
、
依
然
と
し
て
、
価
値
法
則
ノ
」
乏
り
は
な
芭
札
、
モ
れ
と
は
無
縁
心
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
亡
と
り
あ
っ
か
わ
れ
た
。

ω
前
掲
ラ
ピ
ド
ヴ
l

ス
、
オ
ス
l

ロ
グ
ィ
l
チ
市
ノ
フ
「
第
八
阪
「
邦
沢
u
h

一
一
一
一
四
ペ
ー
ジ
。

川W

オ
ス
ト
ロ
グ
ィ
l
チ
ヤ
ノ
フ
は
、
一
九
五
七
年
に
つ

g
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
社
会
主
義
の
も
と
で
の
一
商
仙
北
間
と
何
他
渋
川
白
山
回
心
研

究
に
お
い
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
お
お
き
な
功
績
を
し
た
ω

す
で
に
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
一
九
山
二
干
の
経
済
学
の
教
科
占
の
一
草
案
v

か
ん
す
る
河
川

済
学
者
と
の
会
談
に
お
い
て
、
向
口
川
E

貨
幣
カ
テ
辺
り
ー
を
み
と
め
、
て
州
刑
法
川
心
れ
川
を
行
-
江

F
る
経
済
学
お
た
ち
心
あ
や
ま
っ
た
、
矛
目
し

た
立
唱
に
、
に
だ
し
い
批
判
を
く
1

わ
た
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
こ
り
矛
同
一
山
正
也
を
む
げ
、
ソ
ビ
エ
ト
慌
許
に
は
、
仙
位
法
川
前
作
加
し
て
い
る
」

と
、
な
ぜ
な
ら
、
価
値
な
し
に
は
、
原
仙
も
貨
幣
も
向
り
え
な
い
か
ら
G

め
る
、
と
い
う
か
ん
が
え
を
の
ベ
た
」
。
(
C
G
弓

o
E
Z盟
国
担
寸
昌
畠
凶
〔
一
。

ロ
宮
国
首
長
日
Z
ヨ
u
g
o
闘のヨヨ
E
2凶
弓
向
。
昌
国
E
2
0
《

Hnu
出
品
目
。
4

》
ヴ
ム
タ
ロ
}
H
甲山寸

O
唱
毘
邦
沢
、
木
原
正
雄
訳
幅
削
『
州
値
と
価
防
相
心

理
論
」
一
一

0
4
ペ
ー
ジ
)

ま
た
、
ガ
ト
フ
ス
キ
ー
も
、
さ
い
さ
ん
社
会
主
義
経
済
に
わ
け
る
利
川
心
役
訓
に
つ
い
て
か
い
た
論
文
心
な
か
で
、
「
一
九
四
一
年
に
、
ス
タ
ー

リ
ン
は
、
経
済
学
者
と
の
会
談
百
、
ソ
辿
却
に
仙
値
山
川
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
」
戸
別
し
た
。

L
m
L
、
価
値
法
別
お
よ
び
川
出
む
を
も
ふ

「
ソ
ビ
エ
ト
経
済
」
の
忠
治

消
九
十
二
者

/、

第=口一
J



「
ソ
ビ
エ
ト
経
済
-
白
山
市

第
九
」
l

二
巻

ノ、
~~I 

第
一
号

~il 

く
め
怖
仙
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
あ
た
え
ら
れ
た
の
は
、
ひ
じ
よ
?
に
限
定
さ
れ
た
芯
叫
に
お
し
て
引
あ
り
、
一
」
と
の
本
引
は
、
以
前
内
定
義
と
く
ら

べ
、
ほ
と
ん
ど
か
わ
乙
と
こ
九
は
な
か
う
た
よ

(
E
E
E
E民
伺

司

EV
コ
官
官
巨
図
。

E
E
E
C回
耳
目
。
回
目
口

E
E号
外
円
。
回
54呂
町
》
日
。

目
、
目
白
色
耳
目
》
巴
)

こ
む
よ
う
に
、
一
ー
丸
山
一
年
に
、
制
舵
法
則
の
有
引
と
作
用
が
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
出
按
の
契
機
は
、
一
九
二

C
年
代
度
午
か
ら
の
工

業
化
、
山
M
業
集
団
化
政
節
、
第
一
次
r
1

カ
年
副
町
〔
一
九
一
一
一
一

11
一
七
合
)
に
よ
り
、
同
日
経
消
各
出
川
間
の
不
均
衡
が
ハ
ん
主
さ
れ
、
技
術
装
備
も

い
も
ね
う
達
成
さ
れ
、
国
民
経
抗
の
活
良
之
均
街
、
斗
一
産
手
段
之
労
倒
的
配
分
を
析
し
い
条
刊
の
も
と
で
考
察
す
ゐ
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
ス
タ

i
p
ン
心
制
的
怯
則
論
に
つ
い
て
の
市
川
は
、
一
九
五
じ
年
と
さ
い
ふ
ぴ
ん
と
で
は
、
い
ち
じ
る
し
く
こ
と
な
る
が
、
こ
の
間
制
に
つ

い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
の
ベ
る
ζ

と
に
し
た
い
。

ω
阿
世
間
口
口
出
宮
前
昌

84MMSV阿
国
宮
田
宮

E
M
E
E
M富
-
Eえ
6-uOM--同
国
ロ
副
書
官
。
回

ZHHHHE回
口
同
一
回
3
2
~
2
z
o
o
-
]
U
百件

戸』

J、

ソ
ピ
ヱ

T

経
済
に
治
け
る
価
値
法
則
の
全
間
的
在
定
に
も
と
づ
く
、
モ
の
他
的
「
価
値
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
に
つ
い
て
の
、

一
プ
ピ
ド
ヮ

ー
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ

l
チ
ヤ
ノ
フ
白
見
併
を
み
て
み
よ
-
ワ
。

剰
余
価
値
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
社
会
、
王
義
的
ソ
ビ
エ
ト
経
済
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
労
働
日
を
必
要
時
間
と
剰
余
時
間
と
に
分
割

す
る
己
と
は
、
資
本
主
義
的
な
分
割
で
あ
る
か
ら
、
ソ
ピ
ヱ
ト
経
済
の
も
と
で
は
、
モ
の
よ
う
た
分
割
は
た
く
た
る
。
社
会
的
総
生
産

物
は
伺
人
的
欲
望
検
充
足
す
る
た
め
に
消
担
古
れ
る
も
の
で
あ
ろ
ろ
と
、
社
会
主
義
的
蓄
積
の
た
め
に
む
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、

そ
の
い
子
れ
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
か
に
は
か
か
わ
ら
ず
、
労
偶
者
階
経
由
必
要
今
一
充
足
す
る
生
産
物
で
あ
る
。
ゾ
ピ
ヱ
ト
経
済
の
発

肢
に
と
っ
て
は
、
討
会
的
牛
旅
物
を
、
引
会
主
義
的
弘
市
北
帆
甘
広
ム
に
と
消
幹
一
基
金
と
に
区
分
す
る
こ
と
が
、
責
要
宍
烹
味
を
も
っ
工
、
勺
に
た



る
こ
と
を
強
制
し
て
い
る
c

こ
の
こ
と
か
ら
、
蓄
積
源
泉
と
し
て
、

拡
大
再
生
産
の
た
め
、

温
加
的
廿
把
金
主
形
成
す
る
た
め
心

「

利 t

潤
」
白
必
要
を
み
と
め

τい
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ぼ
あ
い

「
利
潤
」
と
い
う
用
語
を
つ
か
つ
て
は
い
る
が
、
剰
余
価
値
は
存
在
し

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
資
本
主
義
的
意
味
で
の
利
潤
で
は
な
く
、
め
〈
ま
で
条
件
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
は
、
い

う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

)
 -
(
 
)
 
2
 

V

刑
揖
一
プ
ピ
ド
ゥ
l

ス
、
オ
ス
ト
ロ
グ
ィ
l
チ
ヤ
ノ
フ
一
部
八
版
」
邦
訳
古

同

右

五

五

回

h
べ
1
0
/

参
問
。

三
五
二
ペ
ー
ジ
名
y

開
。

各
生
産
部
門
間
へ
の
生
産
手
段
と
労
働
の
配
分
は
、
ど
り
よ
う
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
か
。
こ
れ
に
た
い
す
る
、

ラ
ピ
ド
ヮ
!
ス
、

T

ス
ト
ロ
ヴ
ィ

l

チ
ヤ
ノ
フ
の
見
解
は
、
つ
ぎ
の
と
沿
り
で
あ
る
。
各
生
産
部
門
間
へ
の
空
産
手
段
と
労
働
の
配
分
は
、
価
格
の
変
動

を
つ
う
じ
て
、
あ
る
い
は
ま
た
利
潤
の
影
響
に
よ
っ
て
山
然
成
長
的
に
お
こ
た
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
計
画
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ

の
ぼ
あ
い
計
間
的
と
い
う
一

ω
は
、
ど
の
よ
う
次
観
点
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
社
会
主
義
建
設
の
一
一

般
的
利
益
が
、
計
画
化
に
あ
た
っ
て
の
出
発
点
と
た
ら
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
、
と
hv
う
己

ιで
あ
る
。

ラ
ピ
ト
ク
1
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ

ィ
l
チ
ヤ
ノ
フ
一
か
い
う
一
般
的
利
益
と
い
う
の
は
、
個
々
の
部
門
の
収
益
性
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
た
く
、
国
民
経
済
的
組
以
か

b
、

生
産
手
段
と
労
働
を
配
分
す
る
こ
と
色
意
味
し
℃
い
も
。

こ
の
上
う
な
見
解
は
、
農
業
国
主
工
業
同
に
か
え
、
技
術
的
再
建
に
も
と
づ
く
同
民
経
済
の
社
会
主
義
的
改
造
を
円
的
こ
し
た
「
正

業
化
」
政
策
が
実
施
さ
れ
た
、
社
会
ヱ
設
建
設
の
初
期
に
対
応
し
た
も
臼
と
い
え
よ
う
。
と
の
時
期
に
は
、
個
々
の
部
門
、
個
々
の
企

業
よ
り
も
t

問
民
経
済
全
体
の
規
点
か

b
、
固
定
フ
ォ

Y
F
の
配
分
が
お
こ
な
わ
れ
た
し
、
ま
た
治
こ
な
わ
た
け
れ
ば
た

b
在
か
っ
た

か
b
で
あ
る
。「ヅ

ビ
エ
ト
杭
出
」
の
理
論

持
九
十
二
盗

一
六
五

第
三
号

fr. 



ソ
ビ
エ
ト
粁
併
一
の

M
U
へ
山

第
九
十
一
色

-， /、

/、

内乃一一一
P

J

/、

価
値
法
則
の
有
定
と
関
注
し
℃
、
収
益
性
を
仙
々
の
企
業
千
生
雄
部
刊
川
町
見
地
か

b
将
人
な
円
で
、
ま
た
短
期
的
な
見
地
か

b
で
は

な
く
、
国
民
経
済
〈
7
一
体
い
の
見
地
か
ら
、
長
期
的
に
か
ん
が
え
な
け
れ
ば
た
b
な
い
と
い
う
見
解
は
、
川
止
に
い
え
ば
、
何
々
の
企
業
の
収

益
1'1 

「
利
淵
」
の
軽
視
は
、
ノ
ピ
コ
ト
経
済
に
お
け
る
引
両
性

ω
強
調
と
あ
W
ま
っ
て
、
長
、
り
ノ
¥
支
配
的
な
も
の
一
で
あ
っ
た
。

収
益
性
の
問
削
に
つ
い
て
、
ー
タ
1
リ
γ
は
、

一
九
一
二
三
年
一
月
じ
日
、
党
中
央
委
員
会
・
中
央
統
制
委
員
会
令
同
総
会
で
心
「
節

↓
次
五
カ
年
計
図
的
総
結
果
」
に
つ
い
て
の
報
告
む
な
か
で
、
つ
ぎ
臼
よ
う
に
の
べ
て
い
h
u
o

「
収
益
性
を
小
商
人
的
に
、
目
前
山
見

数
年
に
ね
た
る
同
氏
経
済
全
体
心
凡
地
か
ら
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な

b
な
い
」
コ
こ

地
か
ら
か
ん
が
え
て
は
い
け
な
い
。
収
益
性
は

の
ス
タ
ー
リ
ン
心
見
解
は
、
一
九
五
二
斗
の
論
文
E

ソ
述
邦
に
怠
け
る
社
公
ト
L
義
の
経
、
河
的
活
問
題
心
た
か
で
も
、
く
り
か
え
し
強
調

さ
れ
亡
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
諭
J
M

人で、

ス
タ
ー
リ
ン
は
、

「
収
益
性
を
、
個
々
の
企
業
中
生
陀
部
門
心
見
地
か
ら
か
ん
が
え
な
い

で
、
ま
た
一
年
を
く
ざ
フ
て
か
ん
が
ん
な
H
で
、
国
民
経
済
全
休
山
児
地
か
り
一
、
ま
た
、
た
と
え
ば
、

っ
て
か
ん
が
え
る
」
こ
と
が
、
こ
の
問
題
心
唯
一
の
た
だ
し
い
と
り
あ
っ
か
い
か
た
で
あ
り
、

一
(
)
年
な
い
し
一
五
年
を
く
ぎ

「
国
民
経
済
心
計
画
性
を
も
っ
た
発
展

の
法
則
心
作
川
と
悶
民
経
済
心
計
画
作
成
と
が
、
わ
れ
わ
れ
に
あ
た
え
て
い
る
恒
久
的
で
、
恒
常
的
な
収
益
性
む
よ
り
高
度
な
形
態
」

こ
そ
が
、
国
民
経
済
の
一
両
い
テ

γ
ポ
で
の
成
長
セ
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
リ

。
J
円

m
V
同
国
回
目

同ス
有タ

リ

ソ

， 0 

ソ 2
1E 冨
:H¥話
に喜
志3
1 吋

'r了。
る民
社ロ
ム

ヨ、喜
誌
の ~o
経 ω

ィ斤

「いJ
諸
何
回

邦
:r~ 

M
N守
山
沖
阪

へ

シ
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j
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)
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(
 
)
 
1
 
(
 

ヲ
ピ
ド
ゥ

l

ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
i
l
チ
ャ
ノ
プ
は
、
社
会
主
義
再
生
産
に
ど
っ
て
、
引
会
的
坐
産
物
を
、
蓄
積
基
余
と
消
費
某
一
令
一
と

に
町
分
す
る
と
と
が
重
要
で
あ
一
る
こ
と
か
ら
、
拡
大
再
生
産
の
た
め
の
追
加
的
法
一
金
一
を
形
成
す
る
源
泉
と
し
て
、

「
利
潤
」
柁
生
み
だ



す
と
と
の
必
要
企
強
調
し
て
い
る
G

し
か
し
た
が
ら
、
習
さ
に
み
た
よ
う
に
、
剰
余
価
値
心
力
テ
コ
リ
ー
は
、
ソ
ビ
r
一
1
経
済
に
は
存

在
し
な
い
、
と
い
前
提
か
ら
山
発

L
、
労
働
日
を
必
要
時
間
と
剰
余
時
間
と
に
分
割
す
る
こ
止
を
百
定
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
村
ん
一
五

的
生
産
物
を
必
要
生
産
物
と
刺
余
生
産
物
と
に
分
け
る
こ
と
も
否
定
す
る
。
し
た
が
ヲ
て
、
こ
の
ば
あ
い
、

「
利
潤
」
は
、
刺
余
生
産

物
と
空
り
は
左
さ
わ
、
た
ん
な
る
外
被
と
し
イ
、
す
な
わ
ち
、
内
容
を
も
た
た
い
形
式
止
し
て
、
も
ち
子
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各

生
産
部
門
間
へ
の
生
産
手
段
と
労
働
力
の
配
分
に
お
い
で
、
伺
々
の
部
門
干
企
業
の
軽
視
あ
る
い
は
否
定
さ
れ
た
た
め
、
ガ
ト
フ
ス
キ

ー
が
指
摘
し

γ
い
る
主
う
に
、
中
枠
組
的
に
は
企
業
の
赤
字
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
左
り
、
個
々
白
企
業
ー
の
赤
字
の
一
般
化
の
問
題
は
、

よ
り
一
州
度
な
収
益
性
心
原
則
が
支
配
す
る
ソ
連
で
は
、
主
に
か
粕
川
加
の
意
義
を
も
ヲ
て
よ
M
り
、
こ

ω
こ
し
仁
こ
w
f
L

が
汁
回
付
F
M
川
で
あ
り
べ

と
い
う
見
解
に
ま
で
み
ち
び
〈
こ
と
に
在
っ
七
の
で
あ
お
。

川

ガ

ト

フ
λ

キ
ー
は
、
さ
さ
に
あ
げ
た
論
文
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
な
ら
び
に
「
メ
タ
l
り
ン
時
代
の
経
済
理
論
の
批
判
に
お
お
く
の
一
ス
ベ

i
久
を
さ

さ
、
い
わ
ゆ
と
ス
タ
ー
リ
ン
叶
代
」
に
、
側
催
的
カ
テ
リ
ー
と
し
て
の
別
淵
町
立
識
が
適
少
許
制
さ
れ
、
と
き
に
は
焼
却
さ
れ
に
こ
と
を
、
ォ

飢

L伐
と
し
て
批
判
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
「
ソ
辿
邦
に
お
け
る
社
会
ギ
北
の
経
済
的
諸
阿
国
一
の
な
か
C
心
ベ
た
「
相
久
的
で
、
相
叩
的
な
収
益
性

の
上
り
高
度
な
形
態
、
す
な
わ
ち
「
よ
り
而
ほ
の
収
益
性
」
と
い
う
概
念
は
、
利
制
か
ら
を
り
は
な
さ
れ
た
、
木
氏
的
に
限
内
科
な
概
怠
で
あ
り
、

刺
山
内
古
味
乞
有
立
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
批
判
し
て
い
る
(
山
掴
ガ
ト
フ
ス
キ
の
論
文
、
六
六
ベ

l
ジ
巻
町
三

利
潤
の
問
題
は
、
一
九
ハ
二
年
九
月
、
ハ
リ
コ
フ
心
技
術
経
済
!
入
学
の
リ
1

ヘ
ル
マ
ン
教
持
が
、
プ
ラ
ウ
ダ
」
紙
ル
抱
杖
さ
れ
た
「
日
剛
・
刺

淵
-
報
賞
」
と
即
ず
る
論
文

(CHEH
巴
何
回
引
の
宮
5
5
戸
口
言
回
一
口
宮
町
民
百
一
国
旬
。

E
v
r
o
ロユμ
自
由
自
問
言
切
《
国
吉
国
対
。
》
匂

2
5
E
Z
H
C
∞
N
Z

℃
、
利
利
率
右
、
企
業
の
FM
助
効
率
を
測
定
す
る
た
め
の
、
唯
心
指
標
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ら
い
、
お
お
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
九
月

一
克
一
一
ハ
円
に
は
、
リ
ベ
ル
マ

γ
む
こ
の
論
文
、
な
ら
び
に
」
プ
フ
ウ
グ
-
航
、
「
イ
ズ
ベ
ス
チ
J

L

紙
、
=
経
済
新
聞
、
-
経
肝
心
諸
問
題

誌
、
〔
計
同
続
出
一
部
な
ど
に
将
位
さ
れ
た
、
こ
の
問
題
に
か
ん
す

ω
モ
の
他
の
詩
論
文
を
検
討
す
)
の
た
め
に
、
ソ
辿
刺
学
ア
カ
デ
ミ
ー
主
催
の

「
経
済
計
算
怖
と
庁
一
昨
心
物
m
l
的
刺
激
L

か
ん
す
る
学
術
会
議
」
が
ひ
ら
か
れ
、
エ
リ
・
ガ
ト
ア
ス
キ
ー
(
政
H
K
)

を
は
と
め
、
全
迎
邦
科
学
・
技

術
協
八
五
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
刊
幌
町
村
山
研
究
所
、
心
問
託
金
問
題
同
家
委
員
全
、
同
家
筑
前
会
政
所
同
研
究
所
て
の
他
的
吉
伸
川
先
除
問
か
り
研

一
ソ
ピ
エ
ト
レ
説
的
」
の
叫
論

第
九
イ
一
一
七
]

/¥  

上:

持一一一ん

七



ー
ソ
ビ
エ
ト
経
済
」
心
血
論

第
九
十
二
盗

ノ、
ノ¥

第
三
ザ

ノ¥、

究
官
引
が
参
加
し
た
。

人
民
ぷ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
決
定
を
採
択
し
た
G

「
が
イ
術
九
九
議
に
統
一
さ
れ
て
い
る
学
術
問
究
所
の
代
表
者
た
ち
の
報
告
に
も
と
づ
い
て
、
ス
〕
月
巾
に
総
括
訓
告
を
作
成
し
、
こ
れ
を
杭
討
す
る

た
め
に
、
会
議
に
桂
問
ず
る
こ
と
を
、
会
議
事
務
局
に
た
い
し
、
委
託
す
る
。
総
括
報
告
に
は
、
主
ず
第
一
に
、
ソ
連
邦
な
ら
び
に
人
民
民
主
主
義

諸
国
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
、
工
業
企
業
の
物
目
的
刺
激
制
度
の
批
判
的
評
州
、
第
一
一
に
、
ソ
連
邦
に
お
け
る
こ
の
制
度
目
恨
的
改
葬
に
つ
い
ず
の

水
木
的
万
向
が

L
め
さ
れ
る
こ
と
。
ー
二
月
ま
で
に
、
各
中
術
研
究
所
の
結
論
な
ら
び
に
提
案
の
給
問
に
も
と
づ
い
て
、
学
術
上
の
勧
告
を
用
意
す

る
こ
と
。
こ
の
制
告
は
、
企
業
お
よ
び
ソ
て
の
集
団
の
却
覚
的
差
等
的
ス
ク
ー
ル
を
内
判
と
し
、
乙
れ
わ
の
提
案
の
今
後
の
実
験
的
吟
味
を
体
献
す
る

こ
ど
」

(
E
《
回
目
官
。
図
書
言
。
昌
男
司

γ
同
O

H

P

H

U

E

M

U

8

E
ご
。
さ
ら
に
九
五
議
は
、
こ
の
報
告
を
作
成
す
る
さ
い
に
指
針
止
す
ベ
さ
一

O
引

円
の
命
閣
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
諸
命
題
は
、
学
術
人
山
議
に
お
け
る
ガ
ト
ア
ス
キ
ー
の
結
語
に
も
と
。
つ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
り
で
あ
る
。

(
E

E
H
C
H百
点
E

E
何回出向
2
0
H
O
]
宮
両
日
E
H
J
P
E凶
O
H
h
C
H
O
凶

閏

3
A
H
S
M
問
。
。
回
日
。
《
出
o
ロ
唱
。
宮
M
U
E
囲
内
〕
冨
胃
白
》
囲
O

H

Y

一呂田凶

O
寸唱

H
U
h
中戸仏日〕

こ
の
よ
う
に
、
凶
民
経
済
全
体
心
経
済
問
引
の
み
な
ら
ず
、
桐
々
の
作
業
の
活
動
効
半
を
正
し
く
測
定
す
る
こ
と
の
必
要
が
、
と
く
に
強
調
さ

札、
J

て
の
尺
度
と
し
と
利
刊
心
川
四
が
と
り
あ
げ
ち
れ
た
の
は
、
急
速
な
技
術
小
析
の
も
と
で
、
最
短
時
間
山
刊
に
、
共
産
主
義
の
物
質
的
技
術
的

き
そ
を
つ
く
り
だ
す
た
め
、
市
柏
源
を
確
保
し
、
も
フ
と
も
効
U
A
的
な
投
資
を
お
こ
な
う
こ
と
、
主
た
困
民
心
欲
求
に
お
う
じ
た
品
廊
、
品
目
を
生

産
す
る
こ
と
が
、
伝
に
よ
り
も
重
要
な
問
題
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
り
問
題
は
、
一
力
六
一
年

J
O
月
の
党
中
央
委
員
会
に
お
い
て
、
フ
ル
シ
チ
Z

フ
も
と
り
b
げ
、
社
会
主
義
企
業
に
お
い
て
利
潤
の
も
つ
怠
義

を
た
か
く
押
川
し
た
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
お
お
き
な
論
争
間
断
と
な
っ
た
。
プ
ル
ジ
チ
ョ
フ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
企
業
の
活
動

を
し
め
す
一
つ
心
指
概
と
し
亡
、
利
潤
の
問
題
に
ふ
れ
る
な
ら
、
社
主
主
義
経
済
制
度
に
と
っ
て
は
、
経
情
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
利
潤
は
、
資

斗
主
義
社
会
の
も
と
で
、
そ
れ
が
も
っ
て
い
る
よ
う
な
社
会
的
意
義
を
も
た
な
い
し
か
し
、
個
そ
の
企
業
に
つ
い
て
い
う
な
ら
、
利
潤
の
問
題

は
、
そ
の
企
業
の
活
動
効
率
を
し
め
す
経
済
的
指
概
と
し

τ、
責
史
な
窓
設
を
も
っ
て
い
る
。
利
潤
を
考
慮
に
い
れ
な
け
れ
ば
、
企
業
の
静
岱
の
水

準
や
、
モ
れ
が
主
国
民
の
フ
ォ
ン
ド
に
あ
た
え
て
い
る
貢
献
を
判
定
す
る
」
と
は
で
き
な
い
。
社
会
主
義
経
済
制
度
の
件
徴
づ
け
を
お
こ
な
う
ぱ
あ

い
、
同
氏
経
済
企
体
に
適
用
さ
れ
φ

利
刊
の
概
怠
と
、
何
々
の
企
業
に
適
加
3
れ
る
利
潤
心
概
怠
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
」
(
九
六
一
一
年
十

一
月
一
九
円
、
党
中
引
委
員
会
議
会
に
お
け
る
訊
品
「
ソ
速
の
経
済
発
民
と
党
の
国
民
経
済
指
弾
に
つ
い
て
」
参
照
)
。



担
金
主
義
経
済
に
お
け
る
刈
叫
に
つ
い
て
、
ガ
ト
フ
ス
キ
江
ど
の
一
見
併
は
、
士
山
リ
主
主
同
立
で
主
な
い
点
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
利

刊
の
川
出
に
つ
い
て
の
長

ιが
あ
っ
た
こ
と
合
指
摘
す
る
だ
け
L
と
ど
め
、
く
わ
し
く
は
、
い
ず
れ
あ
ら
た
め
て
の
べ
る
こ
と
に
し
た
い
ザ

七

ソ
ピ
L

ト
経
済
の
も
と
で
は
、
各
生
産
部
門
間
へ
の
生
産
干
段
と
労
働
力
心
配
分
は
、
価
格
の
変
動
ヤ
利
潤
の
車
接
の
影
響
下
に
お

こ
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
資
本
主
誌
の
も
と
で
の
よ
う
に
、
よ
り
高
い
利
潤
を
も
と
め
亡
、
一
つ
心
部
門
か
ら
他
心
部
門
へ
自
然

成
長
的
札
流
動
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
利
潤
に
つ
い
℃
円
え
は
、
各
部
門
聞
の
利
潤
白
平
均
化
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
だ

か
ら
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済

ω
も
乙
に
お

ρ
て
は
、
平
均
利
判
事
、
生
産
価
怖
の
形
成
は
、
問
題
に
な
り
え
な
い
。
で
は
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済

に
お
け
る
佃
怖
は
、
と
の
よ
う
な
性
怖
心
も

ω
で
あ
り
、
ど
川
り
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
る
の
か
。
に
の
問
題
に
づ
い
て
、
ラ
ピ
ド
ゥ

l

ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ

l
チ
ャ
ノ

y
は
、
っ
さ
り
ょ
っ
に
り
べ
て
い
る
。
す
た
わ
ち
、
価
格
は
、

る
生
産
価
格
の
法
則
の
表
現
で
は
ぼ
く
、
計
倒
的
・
意
識
的
指
尊
心
川
共
で
あ
り
、

「
価
他
お
よ
び
そ
れ
心
似
化
形
態
で
あ

生
佐
原
価
心
意
識
的

l
計
画
的
計
算
に
も
と

づ
き
、
社
会
主
義
蓄
積
の
保
出
お
主
び
佐
川
水
準
心
向
上
の
必
要
性
に
も
と
づ
い
て
、
プ
ロ
V

タ
リ
ア
凶
家
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
」
と
。

と
こ
ろ
で
、
生
産
原
価
の
芯
識
的
H
H
計
画
的
計
算
は
、
ど
の
よ
う
な
尺
度
に
も
と
づ
い

τ計
算
さ
れ
る
の
か
、
に
つ
い

τは
、
な
ん

ら
具
体
的
た
指
摘
は
た
い
。
現
実
に
は
、
経
験
的
な
も

ω
に
も
と
づ
く
J

い
が
い
に
方
法
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
υ

価
値
法
則
の

も
の
に
な
ら
ざ
る
を
存
在
が
判
定
さ
れ
、
価
絡
が
、

「J
品
織
的
H
H
計
同
的
計
算
」
に
も
と
e

つ
い
て
主
観
的
に
決
定
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
モ

の
価
格
が
怒
v
品
的
な
え
友
い
の
は
、
け
だ
し
也
然
の
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
じ

(1) 

ラ
ピ
ド
ヮ

l

ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ヲ
マ
ノ
フ
前
掲
寸
第
八
版
「
邦
沢

五
五
打
べ

I
ジ
。

「
ソ
ピ
ユ
経
抗
」
口
正
論

第
九
十
↓
一
巻

フて

九

第

王子

ノ1



{
ソ
ピ
エ

l
抗
清
」
の
則
論

第
九

J
二
巻

七
) 

叫仲一一円乃

Vl~ 

そ
の
他
心
刀
テ
ゴ
リ
l
、
た
と
え
ば
副
業
に
つ
い
て
み
て
み
k
う
。
商
業
出
回
本
、
商
業
利
潤
た
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
初
会
主
義
市
問

品
流
通
に
は
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
た
い
。
か
ぜ
た
ら
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
も
と
で
の
商
業
は
、
ま
ず
第
一
に
、
計
問
的
指
埠
の
も
と

ド
仏
あ
ら
。
第
一
一
に
、
社
会
主
義
企
業
問
の
も
の
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
そ
こ
に
は
、
私
人
が
介
入
す
る
余
地
は
ま
っ
た
く
た
い
。
す
な

わ
ち
不
払
労
働
の
占
有
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ソ
ピ
π

ト
商
業
は
、
勤
労
者
心
物
質
的
地
ι
引
を
改
志
向
す
る
た
め
の

T
段
で
あ
る
υ

ツ
ピ
ド

ψ
!
ス
、
オ
ス

r
n
1
ν
ィ

l
チ

r
ノ

プ

川

地

第
じ
版
」
邦
訳

第
二
分
間

八
九
三
九
一
一
ペ
ー
ジ
一
沙
問
。

ま
た
、
信
用
制
度
中
川
山
行
も
ま
た
、
社
会
北
我
山
地
設
の
一
ア
コ
で
あ
り
、
資
本
主
義
的
不
払
労
働
の
占
有
を
一
掃
し
、
礼
会
1
説
話
関

係

ω
拡
大
再
生
昨
の
た
め
心
一
手
段
で
あ

ω

(1) 

川
脳
部
一
二
分
間

プL

へ
l
シ

弘

Jm山

ソ
ピ
ヱ
ト
経
済
の
も
と
に
残
存
す
る
何
伯
、
利
潤
モ
白
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、

「
外
紋
」
を
の
こ
す
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
な
識
的
H
H
計
画
的
指
導
の
手
段
や
州
兵
に
転
化
し
た
、
と
い
-
つ
ト
パ
に
、
そ
の
詰
裁
と
内

と
の
よ
う
に
、

た
ん
に
、
市
川
市
市
カ
テ
コ
リ
。

:・
i
A
l
i
-
一

t

容
が
も
と
め
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
、
い
わ
ゆ
る
「
価
値
な
し
の
価
格
」
と
い
う
原
則
の
一
も
と
で
は
、
価
格
は
、
そ
の
形
式
の
客
観

的
き
そ
か

b
り
さ
は
な
さ
れ
、
社
会
的
必
要
労
働
の
支
出
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
は
な
く
な
る
。
現
実
心
経
済
政
策
に
治
け
る
「
必
滅
的

ー
計
画
的
指
導
」
は
、
し
ば
し
ば
「
姿
意
的
l
無
計
画
的
指
導
」
に
な
り
、
手
段
や
用
具
は
、
主
観
主
義
的
に
利
則
さ
れ
る
た
め
t

じ

っ
さ
い
に
再
生
産
す
ら
保
一
品
し
え
な
い
よ
う
な
価
格
が
古
め

b
れ
、
し
か
も
白
原
仙
や
利
潤
を
無
視
し
た
価
格
政
策
が
、
ソ
ヒ
巳
ト
経

情
聞
の
優
越
性
を
表
悦
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
え
か
ん
が
え

b
れ
た
白
で
あ
る
。

一
ワ
ピ
ド
ゥ

1
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ

l
チ
ヤ
ノ
フ
心
見
解
に
代
表
さ
れ
る
工
う
に
、

一
九
二

0
年
代
末
心
、
経
済
学
に
沿
げ
む
プ
ハ

l

リ
ン
の
機
械
論
、
ル

l
ビ

γ
の
机
念
論
の
批
判
な
っ
ち
じ
、
広
い
J

恥
味
で
の
経
祈
学
の
よ
V
場
か

b
、

「
ソ
ピ
に
ト
料
情
川
町
諭
」
全
確
立



す
る
必
要
が
強
調
さ
れ
、
そ
り
こ
こ
ろ
み
が
な
さ
れ
た
が
、
士
だ
「
社
会
主
義
経
済
学
」
と
し
て
体
系
化
さ
れ
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な

ソ
ピ
ι

ト
経
済
が
、
ま
だ
せ
ま
い
意
味
で
の
過
渡
期
八
資
木
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過

ド
ッ
ー
、
」

7

1

 
こ
の
上
う
な
限
界
は
、

当
時
、

波
別
」
に
あ
っ
た
こ
と
に
照
応
す
る
も
の
一
で
あ
7
9
0

資
本
主
義
の
否
定
は
、
理
論
的
に
は
、
価
値
法
則
の
入
荒
川
的
否
定
と
な
り
、
ノ
ロ

レ
タ
リ
ア
独
裁
に
よ
る
国
民
経
済
の
意
識
的
改
造
は
、
計
画
化
が
法
則
で
あ
る
、
と
山
ド
う
慨
念
を
う
み
だ
し
、
価
値
法
則
に
た
い
し
亡
、

計
画
法
則
が
対
倍
さ
れ
た
。
こ
り
ば
あ
い
、
計
画
法
則
は
、

て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁

ω経
済
政
策
H
計
画
化
H
法
則
と
い
う
、
主
観
的
な
も
の
と
し
て
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
価
値
的
カ

「
ス
タ

l
リ
ソ
論
文
」
で
稿
認
さ
れ
た
、
客
観
的
法
則
と
し
て
で
は
占
尽
く

テ
ゴ
り
ー
に
つ
-
円
℃
は
、
そ

ω
機
悼
の
み
を
さ
り
は
恋
し
、
そ
れ
を
「
吹
田
山
識
的

1
計
画
的
指
導
」
の
手
段
と
み
な
す
技
術
主
義
的
見
解

が
み
ら
れ
た
の
一
で
あ
る

一
九
二

0
年
代
の
前
半
は
、
/
ハ

l
p
y
m山
一
「
経
済
学
消
滅
前
」
が
支
胤
し
、
商
日
川
引
H
資
木
主
義
経
済
の
法

則
と
し

τ
の
価
値
法
則
」
が
全
一
間
的
に
再
定
古
れ
、
急
速
に
、
直
按
労
働
時
聞
に
よ
っ
℃
分
配
さ
れ
る
社
会
の
出
羽
が
期
待
さ
れ
て
い

い
ザ
し
よ
う
一
ω
よ
う
に
、

主ニ

一
九
一
一

0
年
代
後
半
よ
り
、
広
い
な
味
で
の
経
済
リ
i
L
J

の
立
場
か
ら
、
ソ
ピ
ェ

I
経
済
に
お
け
る
発
展
法
則
を
解
明
す
る
必
要
が
み

と
め
ら
れ
、
一

0
年
代
ホ
か

b
一
九
二
一

0
年
代
は
じ
め
に
か
け
て
、

「
計
画
化
L

が
ソ
ビ
ι

ト
経
、
加
の
運
動
法
則
と
か
ん
が
え
ら
れ
、

仙
川
他
的
刀
テ
コ
り
l
は
、
価
値
法
則
と
き
り
は
た
し
、
技
術
主
義
的
な
い
川
地
か
ら
一
認
容
さ
れ
る
に
い
た
コ
た

ω
で
あ
る
。

↑
ソ
ビ
エ
ト
統
治
」
円
引
前

E

L

-

E

 

A

涜
ブ
イ
一
一
主

じ

m 

巨日


